
國學院大學学術情報リポジトリ

栃木県域における柄鏡形（敷石）住居の受容とその
背景

言語: Japanese

出版者: 国史学会

公開日: 2024-05-23

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: 塚本, 師也, Tsukamoto, Moroya

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

https://doi.org/10.57529/0002000427URL



149 栃木県域における柄鏡形（敷石）住居の受容とその背景

も、 で
は
、
a、
'
~
、
ー 立

っ

の
外
側
に
お
い
て
も
、

で
あ
る
。

の

っ
て
き
た
。

と
の
こ
と
で
あ
る
（
山
本
―

1
0
0
0
)
。
こ

れ

バ
ラ
エ
テ
ィ
ー

が

は
じ
め
に

に
目

さ
ら



150 

ナ、
,
1
 

の

の
お
け
る
他
形
態

て、 は
ヽ

の

で
は
、

で
き
な
い
こ
と
に
な
る
。

の
背
景
に
は
、
別

の
弛
緩
化

）
っ
て
い
る
と
い

）
っ
て
い
な
け
れ
ば
、

と
こ

で
調
査
、

る
屋
内
祭
祀
用
と
考
え
ら
れ

そ
の
延
長
上

）
れ
を
共
同
体
意
識
が
弛
緩
化
し
、
個
別
住

中
期
後
葉
（
加

の

の
理
由
に
つ
い
て
、

て
い
る

し

の
で
あ
る
。
こ

で
は
、

の



151 栃木県域における柄鏡形（敷石）住居の受容とその背景

て
い
る
。

こ

に
よ
っ

こ の

て、

ー

なお、

）とが十

例が多いこ

し]

し゚
か
しヽ

゜
域伽木県 柄鋭形 のしヽ一

れ
しつ に 胃の つてょし

たおりヽ
叙✓..,L- に

＜ 0 、卓
る お
し-一皿• し‘

て
‘ 

そ
し
て
、

に

し‘ し‘

で 喜え べ
は て ル
な し‘

る

持た せ

多く の
な の

栃ー Jこ
し‘ 背

゜



第1表 栃木県内縄文時代中～晩期の大規模遺跡消長 (1)

中期 後期 晩期

阿玉台 加曽利E 称名寺 堀之内 l堀之内2加曽利B 安行 大洞

遺跡名 I 1 2 

贔階
4 5 6 7 

3喜I b II ill w II 皿 w 
旦畠 旦旦賃篇

古 中 新 古 中 新 1 2 1 2 3a 3b Cl C2 A AI 
古中新

那珂川流域

lハッケトンヤ ． ． ． ． ． ． ◎ ◎ ．゚ ． ◎ ． ． ◎ ． ． 
2槻沢 ． ． ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

゜
◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ． ． ． 

3片府田冨士山 ◎ ◎ ． 
゜

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ※細別不明の称名寺式土器あり

4岩船台 ． ◎ ◎ ◎ ◎ ． ． ． ◎ ． ． ． ． ． ． 
5浄法寺 ◎ ◎ ． ． ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

゜゚゚゜゚゜゚゚゜゚6三輪仲町 ◎ ◎ ◎ ． ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ． ◎ ． ．゚ ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． 
7小鍋前 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ． 
8荻ノ平 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ．゚ ◎ ◎ ◎ ◎ ． ． ． ． ．゚ ． ． ． ． ． ． 
9鳴井上 ． ． ． ◎ ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ◎ ． 
10塙平

゜
◎ ． 

゜
◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

11桧の木 ◎ 

゜
◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ． ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

12九石古宿 ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ◎ ． ． ． 
小貝川流域

13刈沼 ． 加曽利Bあり

゜゚゚゜゚
◎ ． 

14御霊前

゜
◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ． ◎ ◎ ． ． ． ． 

゜゚゚
◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

15添野 ． ◎ ◎ ◎ 

16赤坂道上北 ． ◎ ◎ ◎ 

◎遺構が存在 0器形復原可能な土器が出土 ● 破片が出土
1
5
2
 



第 1表 栃木県内縄文時代中～晩期の大規模遺跡消長 (2)
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中期 後期 晩期

阿玉台 加曽利E 称名寺 堀之内 l堀之内2加曽利B 安行 大洞
遺跡名 I 1 2 

贔階
4 5 6 7 

3喜I b Il 皿 IV II III w 畠賃 届篇腐賃古 中 新 古 中 新 1 2 1 2 3a 3b Cl C2 A A' 
古中新

鬼怒川流域

17仲内 ． ． 
゜

◎ ◎ ◎ ◎ ※細別不明の破あり ◎ ． ゚． ．゚ ． ． 
18川戸釜八幡 ． ． ． ． ◎ ． ． ． ． ◎ ． ◎ ◎ 

19小佐越 ． ． ． ． ． ． ． ． ． 
20石神 ◎ ◎ ◎ ． ． 
21竹下 ． ◎ ◎ ◎ 

゜
◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

゜
◎ ◎ ◎ ◎ ． 

22下上 ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． 
23上り戸 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ． ◎ 

゜
◎ ◎ ． ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

24古宿 ． ◎ ． ． ． ． ． ． ． ． ◎ ◎ ． ． ． ． 
25梨木平 ． ◎ ． ◎ ◎ ◎ 

26大志白 ◎ ． ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ． 
27野沢石塚 ． ◎ 

゜
◎ ◎ ． ． ． ． ． ． ◎ ． ◎ ． ． 

28野沢 ． ． ．゚ ． ． ． ． ． 
29島田 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

30寺野東 ． ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

゜゚
◎ 

゜゚
◎ ◎ ◎ ． ． ． ◎ ． 

渡良瀬川流域

31御代田 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ． ． ◎ ◎ ． 
゜

◎ ．゚ ． 
32上欠 ． ◎ 

゜゚
◎ 

゜゚
． ゚

33八剣 ◎ ． ◎ 

゜
◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ． 

゜゚
◎ ． ◎ ◎ ◎ ◎ ． ． 

゜34乙女不動原 ◎ ． ◎ ◎ ． ． ◎ ． ◎ ◎ ． ． ． 
35藤岡神社 ． ． ． ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

゜
◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

゜゚
◎ ◎ ◎ ． 

゜
◎ ◎ 

36馬門南 ◎ ． 
゜

◎ ◎ ◎ ． ◎ ◎ ◎ ◎ ． ．゚ 
◎遺構が存在 〇器形復原可能な土器が出土 ●破片が出土
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• 中～晩期の大規模集落遺跡 〇柄鏡形（敷石）住居を調査した遺跡

a 平林真子遺跡 b 河原台遺跡 c 勝山遺跡 d 町屋遺跡

第1図 栃木県内の中～晩期の遺跡分布
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祭
祀
の
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県
域
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鏡
形
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敷
石
）
仕
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要
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を
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と
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な
お
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栃
木
県
域
で
柄
鏡
形
（
敷
石
）
住
居
が
作
ら
れ
る
時
期
、
分
布
主
体
地
域
か
ら
よ
り
遠
い
東
北
地
方
南
部
で
も
柄
鏡
形
（
敷
石
）

住
居
が
受
容
さ
れ
る
。
東
北
地
方
南
部
で
は
、
中
期
後
葉
に
は
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式
炉
（
土
器
埋
設
石
囲
い
複
式
炉
）
が
一
般
的
な
炉
の
形
態
で
あ
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そ
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複
式
炉
の
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囲
い
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側
へ
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と
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縁
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木
県
域
で
は
、
複
式
炉
は
客
体
的
な
存
在
で
あ
り
、
複
式
炉
周
辺
へ
の
敷
石
行

今
後
の
展
望

栃
木
県
域
で
客
体
的
に
柄
鏡
形
（
敷
石
）
住
居
を
受
容
す
る
背
景
に
つ
い
て
、
関
東
地
方
南
西
部
・
中
部
地
方
と
は
別
な
理
由
を
考
え

る
こ
と
が
必
要
と
な
っ
た
。
後
藤
信
祐
は
、
槻
沢
遺
跡
に
お
け
る
敷
石
住
居
に
つ
い
て
、
複
式
炉
文
化
圏
に
お
け
る
複
式
炉
を
中
心
と
す

る
屋
内
祭
祀
か
ら
の
発
展
と
と
ら
え
な
が
ら
も
、
中
期
後
半
以
降
の
連
弧
文
土
器
、
曽
利
式
系
土
器
、
有
孔
鍔
付
土
器
、
埋
甕
、
伏
甕
、

立
石
、
石
棒
、
丸
石
な
中
部
・
西
関
東
か
ら
槻
沢
遺
跡
の
あ
る
那
須
地
方
（
栃
木
県
北
部
）
に
も
た
ら
さ
れ
た
こ
と
に
注
意
を
喚
起
し
て

い
る
（
後
藤
前
掲
）
。
筆
者
も
、
柄
鏡
形
（
敷
石
）
住
居
受
容
の
背
景
を
、
中
部
・
南
西
関
東
の
文
化
要
素
受
容
の
一
環
と
考
え
た
い
。
後

藤
が
指
摘
し
た
要
素
の
う
ち
、
連
弧
文
土
器
と
曽
利
式
系
土
器
は
土
器
文
様
と
い
う
当
時
の
人
々
の
世
界
観
に
関
す
る
こ
と
で
、
そ
れ
以

外
の
も
の
は
祭
祀
的
な
遺
物
で
、
具
体
的
な
祭
祀
行
為
を
伴
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
柄
鏡
形
（
敷
石
）
住
居
は
、
個
別
住
居
成
員
に

よ
る
屋
内
祭
祀
と
と
も
に
受
容
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
食
糧
を
堅
果
類
に
大
き
く
依
存
し
、
貯
蔵
に
よ
っ
て
越
冬
す
る
と
い
う
中
期
中

V 

為
も
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
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住
居
受
容
の
背
景
を
具
体
的
に
明
ら
か
に
し
た
い
。

葉
以
来
の
生
活
シ
ス
テ
ム
を
継
続
す
る
一
方
で
、
中
部
・
酉
南
関
東
的
な
文
化
要
素
を
部
分
的
、
選
択
的
に
受
容
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
し
て
中
部
・
西
関
東
由
来
の
遺
物
の
ほ
と
ん
ど
は
、
搬
入
品
で
は
な
く
、
在
地
で
製
作
さ
れ
て
い
る
。
中
部
・
南
西
関
東
の
人
間
が
ま

と
ま
っ
て
移
住
し
、
遺
構
・
遺
物
を
持
ち
込
ん
だ
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
在
地
の
人
間
が
積
極
的
に
受
容
し
た
の
で
あ
る
。

栃
木
県
域
は
、
前
期
後
半
以
降
、
古
利
根
川
の
東
側
に
あ
る
千
葉
・
茨
城
県
域
と
同
調
し
て
、
古
利
根
川
以
西
の
関
東
地
方
南
西
部
と

文
化
、
生
業
の
面
で
対
峙
す
る
こ
と
が
多
い
。
土
器
で
は
浮
島
式
と
諸
磯
式
、
阿
玉
台
式
と
勝
坂
式
、
下
北
原
式
と
堀
之
内
式
、
生
業
で

は
群
集
貯
蔵
穴
（
堅
果
類
の
貯
蔵
）
と
打
製
石
斧
（
根
茎
類
の
採
取
）
が
あ
げ
ら
れ
る
。
し
か
し
一
方
で
、
東
側
に
よ
る
西
側
の
文
化
要

素
の
受
容
も
み
ら
れ
る
。
浮
島
式
に
お
け
る
諸
磯
式
の
浅
鉢
、
阿
玉
台
式
に
お
け
る
勝
坂
式
文
様
要
素
、
器
台
を
は
じ
め
、
後
藤
が
取
り

上
げ
た
諸
遺
物
が
受
容
さ
れ
て
い
る
。
栃
木
県
域
に
お
け
る
柄
鏡
形
（
敷
石
）
住
屈
の
受
容
は
、
社
会
変
化
等
の
一
時
的
な
要
因
で
は
な

く
、
伝
統
的
な
中
部
・
南
西
関
東
の
遺
構
・
遺
物
の
受
容
の
一
環
と
し
て
理
解
し
た
い
。

今
後
は
、
古
宿
遺
跡
の
よ
う
な
柄
鏡
形
（
敷
石
）
住
居
が
大
き
な
比
率
を
占
め
る
遺
跡
と
寺
野
東
遺
跡
や
桧
の
木
遺
跡
の
よ
う
な
柄
鏡

形
（
敷
石
）
住
居
の
割
合
が
低
い
も
し
く
は
無
い
遺
跡
と
の
構
造
苑
の
把
握
、
関
連
遺
物
の
中
部
・
南
西
関
東
と
の
比
較
、
遺
跡
内
で
の

柄
鏡
形
（
敷
石
）
住
届
と
他
の
形
態
の
住
居
と
の
扱
わ
れ
方
の
違
い
な
ど
具
体
的
な
分
析
を
行
い
、
栃
木
県
域
に
お
け
る
柄
鏡
形
（
敷
石
）
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註(
l
)

近
年
で
は
、
山
本
暉
久
に
よ
る
柄
鏡
形
（
敷
石
）
住
居
一
般
家

屋
論
を
基
本
姿
勢
と
し
な
が
ら
、
堀
之
内

2
式
期
以
降
の
事
例
に
特

殊
性
を
見
い
だ
す
石
井
寛
の
研
究
等
が
あ
り
、
特
殊
遺
構
論
と
一
般

家
屋
論
の
対
立
と
い
う
単
純
な
図
式
で
は
な
く
な
っ
て
い
る
。

(
2
)

そ
の
一
方
で
、
中
期
終
末
期
に
は
内
陸
地
帯
で
集
落
内
に
配
石

遺
構
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
再
び
集
落
単
位
で
の
屋
外
祭
祀
が

復
活
す
る
。
山
本
暉
久
は
こ
れ
を
新
た
な
紐
帯
の
再
編
・
強
化
と
捉

え
、
後
期
社
会
へ
の
変
質
を
説
明
す
る
。

(
3
)

筆
者
が
、
調
査
・
報
告
に
携
わ
っ
た
栃
木
県
壬
生
町
八
剣
遺
跡

で
は
、
北
関
東
自
動
車
道
路
線
内
に
対
し
、
記
録
保
存
の
た
め
の
発

掘
調
査
を
し
、
第

1
表
に
示
し
た
時
期
の
遺
構
や
土
器
を
確
認
し

た
。
し
か
し
、
そ
れ
以
前
に
壬
生
町
史
に
携
わ
っ
た
折
、
地
元
で
長

年
表
面
採
集
を
続
け
て
こ
ら
れ
た
内
山
正
之
氏
の
採
焦
資
料
を
実

見
、
図
化
す
る
機
会
が
あ
っ
た
。
阿
玉
台
I
b
式
ー
加
曽
利
E
I
I
式

の
土
器
も
多
数
存
在
し
、
図
化
し
た
が
、
紙
数
の
関
係
で
掲
載
す
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
八
剣
遺
跡
は
、
阿
玉
台
I
b
式
か
ら
晩
期

中
葉
ま
で
の
各
細
別
型
式
の
上
器
が
確
認
で
き
る
遺
跡
で
あ
る
。

(
4
)
江
原
英
は
、
称
名
寺
式
を
伴
わ
ず
加
曽
利
E
V
式
で
構
成
さ
れ
る

称
名
寺
式
第
1
段
階
の
資
料
と
し
て
、
寺
野
東
遺
跡
S
I
5
3
9
、
上
り

戸
遺
跡
SK578.579
を
提
示
し
て
い
る
（
江
原
―

-
0
一
六
）
。

(
5
)

栃
木
県
域
で
複
式
炉
が
主
体
的
に
分
布
す
る
の
は
、
槻
沢
遺
跡

一
九
六
五
『
栃
木
県
大
田
原
市
平
林
真
子
遺
跡

（
那
須
塩
原
市
）
、
ハ
ッ
ケ
ト
ン
ヤ
遺
跡
（
那
須
町
）
、
仲
内
遺
跡
（
日

光
市
湯
西
川
）
な
ど
北
縁
部
に
限
定
さ
れ
る
。
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